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出稼ぎ労働者、および、移民の故郷とのつながり
―フィリピン人専門職の事例から
The Relations between Migrant Worker, Migrant and Their Home:  



































































































































































Temporary	migrants および Irregular に分類された数値に含まれる。移民は、Permanent	migrants
に分類されることになる。











全世界合計 4,869,766 4,207,018 1,161,830 10,238,614
米国 3,135,293 129,383 271,000 3,535,676
サウジアラビア 264 948,038 80,500 1,028,802
アラブ首長国連邦 1,711 777,894 42,805 822,410
マレーシア 26,007 319,123 448,450 793,580
カナダ 626,668 89,615 5,295 721,578




















2 - 1　ドバイで出稼ぎを続ける G（54 歳、1965 年生まれ）の場合
2 - 1 - 1　最初の出稼ぎに出るまでの経緯
　G は 1965 年 9 月生まれで、インタビューを実施した、2015 年の時点では 50 歳であった。（こ
の項で記述する年齢はすべて 2015 年の調査時点のもの）。マニラ郊外カビティ州で生まれ長兄










トとして働いていた。1986 年に交際していた現在の妻 S が妊娠し、1987 年に長男を出産、続
いて 88 年には長女が誕生した。そのことで生活に困窮し、ドバイにいる次兄に相談したとこ
ろ、次兄が訪問ビザ 5）を手配してくれ、1989 年 10 月にドバイに渡航し、次兄が勤務する会社
で昇降機保守員として働くことになった。
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しかなく、フィリピンに帰国し休暇をとれたのは 1991 年 12 月だった。この休暇中に S と結婚
した。
　S は G とは幼馴染でカビティ州 B 市の同じ町内に暮らしていた。G と同い年でマニラ市内の
四年制私立大学を卒業。父親は米国籍を所持し米国から年金を得て暮らしていたが他界。母親
も米国籍を所持しているということであったが、両親についてはあまり語ってはくれなかった。
兄弟は 5 人いたが一人死亡。現在は姉（マニラ在住）、本人、弟（2014 年からドバイで就労）
一番下の弟の 4 人兄弟。一番下の弟は米国籍を取得しており、米国でフィリピン人と結婚しト
レーラーの運転手として働いている。S は G との結婚までは育児のため無職であった。結婚後
1992 年から地元百貨店で働きだし、自分の収入と G からの仕送りで生活していたが、困窮した
状況には変わりなかった。
　	1992 年 9 月、S は G と G の次兄が手配した訪問ビザでドバイに渡航した。到着後、就職活
動を開始し、すぐにホテル受付の職を手取り月給 UAE ディラハム 1200（以下 UAE ディラハム
は AED と表示）（米ドル換算で約 US$320）で得ることができた。長男、長女は S の母親が S
のフィリピンの実家で世話をすることになった。	S は就職先のホテルが無償提供した寮で暮ら
さねばならず、G は会社が供給する労働者キャンプで生活していたので二人が会えるのは月に
二度程度だった。S は 92 年から 95 年まで同じホテルで働き、1995 年にはカビティ州の地元に
G と共同で住宅を購入した。95 年にはより良い収入を求め転職し、1997 年まではガソリンスタ
ンドに併設されたコンビニエンスストアで働いていた。
　1997 年にフィリピンはラモス政権下で景気が良かったこと、彼らに地元で自営業ができる蓄
えができたこともあり最初に S が帰国し、G もそれに続き帰国して、自営業を始めることにな
った。










く別の財閥系企業 Y 社で 2002 年に昇降機保守員の職を得ることができた。








　一方、G は 2008 年に財閥系企業 Y 社を退職し、より給料の高いカナダ人が運営する建設工
事コンサルティング会社 E 社に転職し、E 社が手掛けるプロジェクトの昇降機担当者として働
きだした。しかし、2010 年経済不況で同社をリストラされ、以前勤めていた Y 社に復職する。
しかし、Y 社の上層部と対立し 2014 年に退職する。就職活動の末、外資系建設工事コンサルテ
ィング会社 B 社に昇降機の専門家として就職し現在に至る。
　2014 年から G と S は、ドバイ郊外に 2LDK のアパートを借りている。このアパートの年間
家賃は AED85,000（米ドル換算約 US$22,700）でそのアパートの 1 室を夫妻が占有し、もう一
つの部屋とリビングルームを又貸しして、2015 年 8 月には夫妻以外に 4 名のフィリピン人女性





2 - 1 - 4　家族





2 - 1 - 5　故郷での休暇と親族
　G を対象として聴き取り調査を実施したのは 2015 年 9 月だった。同年のクリスマス休暇に
G と S はそろって一時帰国休暇を取り、フィリピンに帰国した。その際に、G から誘いを受け、
マニラ市に隣接するカヴィティ州の家で再度聞き取り調査を実施した。
　聞き取りを実施したのは、クリスマスイブの日で G と S は、S の実家に滞在していた。クリ
スマスミサの後にその家を訪問したが、家族と S の親族（長男、長女、S の母、S の叔母 2 名、
S の従妹、S の弟の子供二名（S の弟は妻と別居中））及び多数の隣人が集まっていた。G と S
は彼らに最新家電、現金、金製品を Pasalubong（土産）として大量に用意していた。翌々日に
は彼らを伴い日帰り旅行に出て行った。





2 - 2　元出稼ぎ労働者　OB（60 歳、1959 年生まれ）の場合
2 - 2 - 1　出稼ぎに出るまでの経緯
　OB はサウジアラビア及びエジプトで 1982 年 12 月～ 2017 年 12 月まで 35 年間同一の外資系










2 - 2 - 2　出稼ぎへの出発と結婚、家族の形成
　新聞広告を掲載していたのはフィリピンにも法人を有する外資系会社で、約 1 年間フィリピ
ン法人で出発前のトレーニングを受ける。1982 年 12 月にサウジアラビアに出発することが決
定したので、出発前に結婚した。相手は、E 村の幼馴染で隣家に住んでいた EB であった。
　EB は OB 同様、高校進学の為、一家でマニラに出てきた。彼女は大学を終え、マニラにある
会社で営業関連の仕事をしていた。OB が出稼ぎに出た後も、EB は仕事を継続した
　OB はサウジアラビアの勤務先との契約に従い、雇用主が旅費を負担することで、毎年一度 2
週間程度の休暇を得て帰国していた。1988 年には長男 A が誕生、1990 年には二男 K が誕生し
た。EB は二人の子供の育児を同居する実母と 3 人の従妹たちに託しながら、仕事を続けてい
た。OB のサウジアラビアからの送金は、EB を始めとするマニラに残された家族に対してと、
マニラで大学に通う OB の妹の学資援助に使われた。
　93 年 OB はサウジアラビアでキャリアを重ね、勤務先からエジプト、カイロ市にある同系列
の会社へ長期出張を命じられ、それにこたえてカイロに赴任した。これを機会に、EB と 2 人の
息子をエジプトに呼び寄せ、1993 年から 1994 年、約一年間カイロ市近郊で、家族と同居する。
　EB はその際に、それまで勤めていた会社を退職する。1993 年には長女 R がエジプトで生ま
れる。R の誕生をきっかけに、EB は 3 人の子供を連れてマニラに戻り、帰国後 EB は知人の紹
介で家の近くの美容関連会社で職を得、再び実母、従姉妹の協力を得ながら、働きながら子育
てを継続する。OB は 1995 年にサウジアラビアの企業に復職する。
　1996 年には、マニラ首都圏カラオカン市に家を建設する。土地は OB が EB と結婚する時、
購入していた。その土地に家を建てて、以来現在もその家で暮らす。







　EB は OB とともに 2002 年から 2017 年まで 15 年間サウジアラビアで出稼ぎを続けた。
2 - 2 - 4　留守宅への送金
　OB は 35 年間の出稼ぎ中、送金を続けるが、その主たる目的は自分の母親、EB の母、従姉
妹、EB がマニラにいた時にはその生活費、子供たちの教育費、及び実妹の教育費の為であっ




















は父母 2 人の生活の事を考え、早くフィリピンに帰ってきてくれと OB に伝えてきた。其れが
大きな契機となりフィリピンに戻った。
　フィリピンに戻ってからは、生活拠点はカラオカン市に置きながらも、OB と EB の故郷であ
る E 村には頻繁に戻っている。学資に金がかからなくなったこと、夫妻それぞれの退職金がサ
ウジアラビアの勤務先から支給されたことなどから、現在は、退役し E 村で暮らす OB の長兄
が父親から受け継いだ稲作耕作地に対する資金支援、EB の実家の修復に資金を提供し、さらに
EB の実家近くに土地を耕作地として購入し、EB の母方叔母一家にその世話を頼んでいる。





2 - 2 - 6　故郷の E 村
　OB が生まれた E 村は、カガヤン州の州都から車で 1 時間半に位置する農村。OB が所要の為









2 - 3　サウジアラビアで働く看護師の母 T への M 村でのインタビュー
　M 村は北部ルソン、アブラ州に位置する。マニラからバスを利用して約 10 時間でアブラ州
州都バンゲッドに到達し、そこからトライシクルを利用し更に 1 時間半移動、その後アブラ川
を渡船したどり着ける、戸数 68 戸の村である。
　村の大部分の住人は Itneg 族で illaud 語話者である。この村には 1920 年代にキリスト教団体
が宣教に訪れており、住民に英語教育を行いながら宣教活動を行っていた。故に、年配者の中
には英語が堪能なものが散見された。以下は出稼ぎ者 C の母親である 81 歳の T に対して行っ
たインタビューで得たものである。









時に、C の母親 T（当時 69 歳）が M 村からマニラに上京し、それ以来、2018 年まで、C の 3
人の子供たちの世話をしながらラグナ州の家に同居していた。母親 T は昨年、C の長男大学卒
業を機に、M 村に戻り、M 村に暮らす娘 L（T の二女で C の妹）の家に滞在したり、M 村から
更にトライシクルで一時間かかる集落にある自宅で一人暮らしをしたりしながら暮らしている。









　T は、11 年に亘り C の三人の子供の養育に携わっていた。その 11 年間の生活費は C の仕送
りによって支えられていた。C は T の暮らす集落で T の夫が 1972 年に建設した自宅を改築し、
2016 年には敷地内に T の為に井戸を設けている。井戸設置の資金提供は C が行っているが、現









　第一章の表-2 では、オーストラリアに居住するフィリピン人の累積人口は約 40 万人であり、























3 - 1　N　58 歳（1961 年生まれ）の場合








　1982 年 8 月にサウジアラビアに渡航し、1996 年 12 月までの 14 年間、同じ企業で雇用契約を
更新しながら就労した。86年には同僚からの紹介をきっかけにマニラで暮らす女性と結婚した。
結婚後、妻はマニラで仕事を続けていたが、87年には長女が誕生し、91年には二女が誕生した。
　N の親族には、もともと海外居住者は少なかったが、N のすぐ上の兄（二男）は 89 年に独自
に就職活動を展開して米国で介護士の仕事についていた。しかし、N も他の親族もその伝手で
米国に行くことは考えていなかった。





の結果、家族全員のビザ代金として 1,000 サウジリアル（約 US$300）を支払い、オーストラリ
ア行きを決めた。

















　漸く、N は製薬会社の 24 時間製造ラインでシフト勤務する仕事を見つけ、それに就いた。現
在もその会社で 20 年以上勤務を続けていて、ラインの責任者になっている。妻は、スポーツス
タジアムの事務の仕事に就くことができた。妻はその後転職し、現在はブリスベン市役所で勤
務している。99 年にはローンで現在の家（敷地面積約 250 平米の平屋）を購入した。
3 - 1 - 3　オーストラリアの生活と故郷
　オーストラリアに来てから暫くは、自分たちの生活を営むことで精いっぱいで、故郷とのつ
ながりを持つ余裕はなかった。両親、親族への送金や物品を送ることもままならなかったし、
N の両親、父親（現在 89 歳）、母親（現在 87 歳）を長らく訪ねることもできなかった。しか









　オーストラリアでは子供世代は 18 歳になると家を出て暮らすことが多いと N は語る。この















3 - 2　メルボルン在住 D の場合（35 歳、1984 年生まれ）






































施の話をして OB に感想を聞かせてもらった。OB はそのような消費行動は出稼ぎ労働者にはよ
くあることで、故郷に残る親族、友人もこのような消費行動の恩恵に浴する事を期待している。
OB 曰くは、Pasalubong はあくまで好意であり、それがフィリピンで言われる Utang ng Loob	（恩





そして故郷での消費を促進することはよくある態度であり、これを Katas ng Saudi（サウジアラ
ビアから持ち帰るフルーツ）と呼び、出稼ぎ者を揶揄することがある。また、彼らを One day 
Millionaire と称し、彼らが休暇中に使う金が尋常ならざる金額であることを揶揄することがあ
る。故郷に居るものにとっても、一時帰国休暇で帰ってくる者にとっても、出稼ぎしているこ
とが容易に Instant Money を得ることができると幻想することがあるが、フィリピン人の価値の
中心は家族主義であり、家族の Well being を優先して考えることが肝要であると語る。

































　ドバイに出稼ぎに出ている G の消費は、OB が語るように、Katas ng Saudi として揶揄される
要素がある。そして槙やロペスが指摘するように彼らの稼ぎが消費に費やされる様子がうかが
い知れる。
　一方、OB の兄、親族の場合、あるいは C の母親を中心とする故郷に残された親族と出稼ぎ
労働者との関係から見ると、稼ぎが有効に故郷に残された親族に分配されている様が見える。
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